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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像の色を補正する情報を作成する画像処理装置であって、
　色補正情報を作成するために画像を作成した機器を識別する機器識別情報が添付された
画像を入力する作成用画像入力手段と、
　該入力した画像に対してユーザが任意に色調整することが可能な色調整手段と、
　該色調整手段による色調整が行なわれた後の調整済画像と色調整が行なわれる前の元画
像との色の差分をとって該元画像を該調整済画像に補正するＩＣＣプロファイルである補
正用プロファイルを作成する補正用プロファイル作成手段と、
　該作成された補正用プロファイルと該補正用プロファイルの作成に係る元画像に添付さ
れた機器識別情報とを関連付けて記憶する補正用プロファイル記憶手段と、
　色を補正するために機器識別情報が添付された画像を入力する補正用画像入力手段と、
　該補正用画像入力手段により画像が入力されたとき、該入力した画像に添付された機器
識別情報に対応する補正用プロファイルが前記補正用プロファイル記憶手段に記憶されて
いるときには該対応する補正用プロファイルを該入力した画像に添付する補正用プロファ
イル添付手段と、
　を備える画像処理装置。
【請求項２】
　コンピュータを請求項１記載の画像処理装置として機能させるプログラム。
【請求項３】
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　画像の色を補正する情報を作成する画像処理方法であって、
（ａ）色補正情報を作成するために画像を作成した機器を識別する機器識別情報が添付さ
れた画像を入力し、
（ｂ）該入力した画像に対してユーザが任意に色調整を行ない、
（ｃ）該色調整が行なわれた後の調整済画像と該色調整が行なわれる前の元画像との色の
差分をとって該元画像を該調整済画像に補正するＩＣＣプロファイルである補正用プロフ
ァイルを作成し、
（ｄ）該作成された補正用プロファイルと該補正用プロファイルの作成に係る元画像に添
付された機器識別情報とを関連付けて補正用プロファイル記憶手段に記憶し、
（ｅ）色を補正するために機器識別情報が添付された画像を入力し、
（ｆ）該入力した画像に添付された機器識別情報に対応する補正用プロファイルが前記補
正用プロファイル記憶手段に記憶されているときには該対応する補正用プロファイルを該
入力した画像に添付する、
　画像処理方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像処理装置および画像処理方法並びにこれらに用いるプログラムに関し、詳
しくは、画像の色を補正する情報を画像に添付する画像処理装置および画像処理方法並び
にこれらに用いるプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の画像処理装置としては、カラーマネジメントを行なって画像を印刷する印
刷システムが提案されている（例えば、特許文献１参照）。このシステムでは、ユーザは
、画像サーバから画像データと入力機器用のプロファイルとをダウンロードし、ダウンロ
ードした入力機器用のプロファイルとユーザのコンピュータに接続されたプリンタに対す
るプロファイルとを用いてダウンロードした画像データに対してカラーマッチング処理を
行ない、このカラーマッチング処理を施した画像データをプリンタで出力する。
【０００３】
また、写真画像の色調整を行なうレタッチソフトも提案されている（例えば、非特許文献
１参照）。このレタッチソフトでは、ゴミやキズ，しわなどの除去を行なったり、露出や
彩度の調整を行なうこともできる。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００２－１３５６０４号公報
【非特許文献１】
アドビシステムズ株式会社、「Ａｄｏｂｅ　Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ」、［平成１５年３月１
３日検索］、インターネット＜URL:http://www.adobe.co.jp/products/photoshop/overvi
ew.html＞
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述の印刷システムでは、入力機器用のプロファイルと出力機器用のプロ
ファイルを用いて画像データに対してカラーマッチングを行なうことはできるが、カラー
マッチングは画像の色ができるだけ正確に正しく印刷されるように行なわれ、ユーザの好
みを反映しないから、ユーザがイメージしたとおりの色で画像が印刷されない場合が生じ
る。この場合、レタッチソフトを用いて画像をイメージどおりに修正することもできるが
、画像毎に修正する必要が生じ、多数の画像を同様なイメージどおりに印刷したいときに
は、その操作が煩雑なものとなる。
【０００６】
本発明の画像処理装置および画像処理方法は、ユーザのイメージどおりの色で多数の画像
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を簡易に補正することができるようにすることを目的の一つとする。また、本発明の画像
処理装置および画像処理方法は、カラーマッチングを行なってイメージどおりの画像の印
刷や表示などが行なえるようにすることを目的の一つとする。本発明のプログラムは、コ
ンピュータを、ユーザのイメージどおりの色で多数の画像を簡易に補正することができる
と共にカラーマッチングを行なってイメージどおりの画像の印刷や表示などが行なえる画
像処理装置として機能させることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段およびその作用・効果】
本発明の画像処理装置および画像処理方法並びにこれらに用いるプログラムは、上述の目
的の少なくとも一部を達成するために以下の手段を採った。
【０００８】
本発明の画像処理装置は、
画像の色を補正する情報を作成する画像処理装置であって、
色補正情報を作成するために画像を作成した機器を識別する機器識別情報が添付された画
像を入力する作成用画像入力手段と、
該入力した画像に対して色調整が可能な色調整手段と、
該色調整手段による色調整が行なわれた後の調整済画像と色調整が行なわれる前の元画像
とに基づいて該元画像を該調整済画像に補正する色補正情報を作成する色補正情報作成手
段と、
該作成された色補正情報と該色補正情報の作成に係る元画像に添付された機器識別情報と
を関連付けて記憶する色補正情報記憶手段と、
を備えることを要旨とする。
【０００９】
この本発明の画像処理装置では、入力した画像に対して所望の色調整を行ない、元画像と
調整済画像とに基づいて元画像を調整済画像に補正する色補正情報を作成し、これを機器
識別情報と関連付けて記憶する。したがって、作成した色補正情報を用いて機器識別情報
が一致する画像を補正することにより、任意の画像に対して同様の色補正を簡易に行なう
ことができる。ここで、機器識別情報としては、機器を個体識別する情報としたり、機器
の製造メーカーを識別する情報とすることもできる。
【００１０】
こうした本発明の画像処理装置において、前記色調整手段は、画像の少なくとも一部に対
して色相，明度，彩度のいずれかの調整が可能な手段であるものとすることもできる。こ
うすれば、画像の所望の部分に対して色相や明度，彩度などの調整を行なって色補正情報
を作成することができる。
【００１１】
また、本発明の画像処理装置において、前記色調整手段は、色調整を行なっている最中の
画像を表示しながら色調整が可能な手段であるものとすることもできる。こうすれば、色
調整を行なっている最中の画像を確認しながら画像の色調整を行なうことができる。この
態様の本発明の画像処理装置において、前記色調整手段は、前記元画像を表示しながら色
調整が可能な手段であるものとすることもできる。こうすれば、元画像と比較しながら画
像の色調整を行なうことができる。
【００１２】
さらに、本発明の画像処理装置において、前記色調整手段は、色調整を行なっている最中
の画像を該色調整の最中の状態として印刷装置に対して印刷出力指示可能な手段であるも
のとすることもできる。こうすれば、色調整を行なっている最中の画像を印刷した印刷物
を確認しながら画像の色調整を行なうことができる。
【００１３】
あるいは、本発明の画像処理装置において、前記作成用画像入力手段は、色補正情報を作
成するために複数の標準色が描かれた所定の画像を入力する手段であるものとすることも
できる。こうすれば、複数の標準色を用いて色補正情報を作成することができる。
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【００１４】
また、本発明の画像処理装置において、前記色調整手段は、画像を作成した機器の色空間
の相違を補正する色空間情報が添付された画像に対して色調整が可能な手段であるものと
することもできる。この態様の本発明の画像処理装置において、前記色調整手段は前記色
空間情報を用いて適合させた画像に対して色調整が可能な手段であり、前記色補正情報作
成手段は前記色空間情報を補正して前記色補正情報を作成する手段であるものとすること
もできる。こうすれば、画像を作成した機器の色空間の相違を補正する色空間情報を用い
て色補正情報を作成することができる。ここで、「色空間情報」としては、ＩＣＣ（Inte
rnational Color Consortium）で規定したフォーマットのＩＣＣプロファイルとすること
もできる。以下の説明における「色空間情報」についても同様である。
【００１５】
本発明の画像処理装置において、前記色補正情報作成手段は、前記色補正情報を画像を作
成した機器の色空間の相違を補正する色空間情報として作成する手段であるものとするこ
ともできる。こうすれば、色補正情報を色空間情報として扱うことができる。
【００１６】
本発明の画像処理装置において、色を補正するために機器識別情報が添付された画像を入
力する補正用画像入力手段と、該補正用画像入力手段により画像が入力されたとき、該入
力した画像に添付された機器識別情報に対応する色補正情報が前記色補正情報記憶手段に
記憶されているときには該対応する色補正情報を該入力した画像に添付する色補正情報添
付手段と、を備えるものとすることもできる。こうすれば、同一の機器識別情報が添付さ
れた任意の画像に対して自動的に色補正情報を添付することができる。この態様の本発明
の画像処理装置において、前記色補正情報添付手段は、前記色補正情報を画像を作成した
機器の色空間の相違を補正する色空間情報として画像に添付する手段であるものとするこ
ともできる。こうすれば、色補正情報を画像を作成した機器の色空間の相違を補正する色
空間情報として扱うことができる。
【００１７】
本発明の画像処理装置用のプログラムは、コンピュータを、上述のいずれかの態様の本発
明の画像処理装置、即ち、基本的には、画像の色を補正する情報を作成する画像処理装置
であって、色補正情報を作成するために画像を作成した機器を識別する機器識別情報が添
付された画像を入力する作成用画像入力手段と、該入力した画像に対して色調整が可能な
色調整手段と、該色調整手段による色調整が行なわれた後の調整済画像と色調整が行なわ
れる前の元画像とに基づいて該元画像を該調整済画像に補正する色補正情報を作成する色
補正情報作成手段と、該作成された色補正情報と該色補正情報の作成に係る元画像に添付
された機器識別情報とを関連付けて記憶する色補正情報記憶手段と、を備える画像処理装
置として機能させることを要旨とする。
【００１８】
この本発明の画像処理装置用のプログラムによれば、コンピュータを上述のいずれかの態
様の本発明の画像処理装置として機能させるから、本発明の画像処理装置が奏する効果、
例えば、作成した色補正情報を用いて機器識別情報が一致する画像を補正することにより
任意の画像に対して同様の色補正を簡易に行なうことができる効果などの効果を奏するこ
とができる。
【００１９】
本発明の画像処理方法は、
画像の色を補正する情報を作成する画像処理方法であって、
（ａ）色補正情報を作成するために画像を作成した機器を識別する機器識別情報が添付さ
れた画像を入力し、
（ｂ）該入力した画像に対して色調整を行ない、
（ｃ）該色調整が行なわれた後の調整済画像と該色調整が行なわれる前の元画像とに基づ
いて該元画像を該調整済画像に補正する色補正情報を作成し、
（ｄ）該作成された色補正情報と該色補正情報の作成に係る元画像に添付された機器識別
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情報とを関連付けて記憶する
ことを要旨とする。
【００２０】
この本発明の画像処理方法によれば、入力した画像に対して所望の色調整を行ない、元画
像と調整済画像とに基づいて元画像を調整済画像に補正する色補正情報を作成し、これを
機器識別情報と関連付けて記憶するから、作成した色補正情報を用いて機器識別情報が一
致する任意の画像に対して同様の色補正を簡易に行なうことができる。ここで、機器識別
情報としては、機器を個体識別する情報としたり、機器の製造メーカーを識別する情報と
することもできる。
【００２１】
こうした本発明の画像処理方法において、前記ステップ（ｂ）は画像を作成した機器の色
空間の相違を補正する色空間情報が添付された画像に対して該色空間情報を用いて適合さ
せてから色調整を行なうステップであり、前記ステップ（ｃ）は前記色空間情報を補正し
て前記色補正情報を作成するステップであるものとすることもできる。こうすれば、画像
を作成した機器の色空間の相違を補正する色空間情報を用いて色補正情報を作成すること
ができる。
【００２２】
また、本発明の画像処理方法において、更に、（ｅ）色を補正するために機器識別情報が
添付された画像を入力するステップと、（ｆ）該入力した画像に添付された機器識別情報
に対応する色補正情報が記憶されているときには該対応する色補正情報を該入力した画像
に添付するステップと、を備えるものとすることもできる。こうすれば、同一の機器識別
情報が添付された任意の画像に対して自動的に色補正情報を添付することができる。
【００２３】
本発明の画像処理方法用のプログラムは、コンピュータに、上述のいずれかの態様の本発
明の画像処理方法、即ち、基本的には、画像の色を補正する情報を作成する画像処理方法
であって、（ａ）色補正情報を作成するために画像を作成した機器を識別する機器識別情
報が添付された画像を入力し、（ｂ）該入力した画像に対して色調整を行ない、（ｃ）該
色調整が行なわれた後の調整済画像と該色調整が行なわれる前の元画像とに基づいて該元
画像を該調整済画像に補正する色補正情報を作成し、（ｄ）該作成された色補正情報と該
色補正情報の作成に係る元画像に添付された機器識別情報とを関連付けて記憶する画像処
理方法における各ステップを各手順として実行させることを要旨とする。
【００２４】
この本発明の画像処理方法用のプログラムによれば、コンピュータに上述のいずれかの態
様の本発明の画像処理方法における各ステップを各手順として実行させるから、本発明の
画像処理方法が奏する効果、例えば、作成した色補正情報を用いて機器識別情報が一致す
る画像を補正することにより任意の画像に対して同様の色補正を簡易に行なうことができ
る効果などの効果を奏することができる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態を実施例を用いて説明する。図１は、本発明の一実施例である
画像処理装置として機能するクライアントコンピュータ（以下、クライアントＰＣと呼ぶ
）４０を含む印刷システムの構成の概略を示す構成図である。実施例の印刷システムは、
カラーマッチングを行なって画像を印刷する印刷装置３０と複数台のクライアントＰＣ４
０とがＬＡＮ４９によって接続され、このＬＡＮ４９にインターネット２２を介してセン
タサーバ２０が接続されて構成されている。
【００２６】
クライアントＰＣ４０は、いわゆるＰＣ／ＡＴ互換機のコンピュータにより構成されてお
り、ＣＰＵやＲＡＭ，ハードディスク，モニタ等を備えている。また、クライアントＰＣ
には、デジタルカメラ４８やハードディスク等から入力した画像データに画像処理を施す
ための画像処理ソフトウエアや印刷用紙に画像をレイアウトするためのレイアウト処理ソ
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フトウエア，カラーマッチングに用いられる画像のカラースペースを定義するプロファイ
ルを作成したり作成したプロファイルを画像に添付するプロファイル処理ソフトウエアな
どがインストールされている。図１のクライアントＰＣ４０には、クライアントＰＣ４０
にインストールされたこれらのソフトウエアのうちプロファイル処理ソフトウエアとして
機能するときを中心としてその機能ブロックを示した。図示するように、クライアントＰ
Ｃ４０は、プロファイル処理を行なう機能ブロックとして、プロファイルを作成するため
の画像データを入力するデータ入力部４２と、入力した画像の色を調整する色調整部４３
と、この色調整が行なわれた画像と調整される前の元画像とに基づいてプロファイルを作
成するプロファイル作成部４４と、この作成したプロファイルを元画像を撮影したデジタ
ルカメラのＩＤと関連付けて記憶するプロファイル記憶部４７と、画像データを入力した
ときにその画像を撮影したデジタルカメラのＩＤに基づいてプロファイル記憶部４７に記
憶されたプロファイルを検索するプロファイル検索部４５と、検索したプロファイルを画
像データに添付するプロファイル添付部４６とを備える。この他、図示しないが、画像処
理ソフトウエアを用いて色調補正を施す画像処理部やレイアウト処理ソフトウエアを用い
て画像を印刷用紙へレイアウトするレイアウト処理部，画像データやレイアウトデータ，
印刷用のＩＣＣプロファイル，用紙の指定や印刷する部数の指定などの印刷指示データを
印刷装置３０に印刷ジョブとして転送する印刷指示部なども備えている。
【００２７】
印刷装置３０は、２台の高性能なインクジェットプリンタ３４，３６と、クライアントＰ
Ｃ４０から印刷指示された印刷ジョブのインクジェットプリンタ３４，３６への振り分け
などを管理するプリントサーバ３２と、が内蔵されて構成されている。プリントサーバ３
２は、クライアントＰＣ４０から印刷ジョブを受信すると、用紙の指定やインクジェット
プリンタ３４，３６の稼働状況などに応じて印刷ジョブをページ単位あるいはコピー単位
でインクジェットプリンタ３４，３６のいずれかに割り振り、レイアウトを画像に施して
印刷データを生成し、スプールし、割り振ったインクジェットプリンタを用いて印刷を行
う。プリントサーバ３２は、Ｗｅｂサーバ機能を内蔵しており、Ｗｅｂブラウザ経由でス
プールしている印刷ジョブの状況をクライアントＰＣ４０に提供することもできる。クラ
イアントＰＣ４０は、プリントサーバ３２が提供するＷｅｂベースのインターフェースに
より、印刷順序の入れ替えや印刷のキャンセル等のジョブ操作を行うことができる。
【００２８】
センタサーバ２０は、定期的にプリントサーバ３２から送信される印刷した枚数の記録に
基づいて課金計算したり、消耗品の消費状況に基づいて消耗品の補充管理を行なう。
【００２９】
次に、こうして構成された実施例のクライアントＰＣ４０の動作、特にプロファイル処理
における動作について説明する。図２は、プロファイル作成処理の一例を示すフローチャ
ートである。プロファイル作成処理は、まず、補正用プロファイルを作成するための画像
データを入力する処理から始まる（ステップＳ１００）。入力する画像としては、例えば
、ＡＮＳＩ（米国標準協会）の技術委員会ＩＴ８　ＳＣ４で標準化されたＩＴ８と呼ばれ
るカラーチャートをプロファイルの作成の対象としてのデジタルカメラで撮影したものを
用いることは勿論、プロファイルの作成の対象としてのデジタルカメラで撮影されたもの
であればスナップ写真画像を用いることもできる。また、ＩＣＣプロファイルが添付され
た画像を用いることもできる。いずれの場合でも、画像データには、プロファイルの対象
となるデジタルカメラのＩＤ情報が添付されていることが必要となる。
【００３０】
こうして画像を入力すると、色調整用画面Ｇ１をモニタに表示出力し、試印刷を行ないな
がら補正用画像に対する色調整を行なう（ステップＳ１１０，Ｓ１２０）。色調整用画面
Ｇ１の一例を図３に示す。この例の色調整用画面Ｇ１では、左半分には色調整する前の元
画像と色調整している最中の調整画像とを上下に表示するプレビュー領域ＰＡが配置され
、右半分には色調整を行なうための各種コントロールが配置されている。色調整用画面Ｇ
１のプレビュー領域ＰＡには、入力した画像にＩＣＣプロファイルが添付されているとき
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にはＩＣＣプロファイルを用いて画像を撮影したデジタルカメラのカラーに最も近似する
カラースペースを調整し、これを元画像と調整画像として表示し、入力した画像にＩＣＣ
プロファイルが添付されていないときには、そのままの画像を元画像と調整画像として表
示する。ユーザは、プレビュー領域ＰＡに表示された調整画像に対して各種コントロール
を用いて色調整を行なうことができる。プレビュー領域ＰＡの調整画像は、ユーザが色調
整を行なうと、その結果がリアルタイムで反映されるようになっている。色調整用画面Ｇ
１のコントロールとしては、例えば－６０％～＋６０％の範囲で明度の調整が可能なスラ
イドバーＳＬ１や－４０％～＋４０％の範囲でコントラストが調整可能なスライドバーＳ
Ｌ２，０°～３６０°の範囲で色相を調節可能な色相用の数値ボックス，０％～１００％
の範囲で彩度を調整可能な彩度用の数値ボックス，これら色相と彩度をより直感的に調整
するための円形状のＨＳコントロールなどが設けられている。ユーザは、スライドバーＳ
Ｌ１，ＳＬ２や色相用の数値ボックス，彩度用の数値ボックス，ＨＳコントロールなどを
操作することにより所望の色調整ができる。ここで、ＨＳコントロールについて若干の説
明をしておく。
【００３１】
ＨＳコントロールは、その内部に色相の異なる色を環状に配した色相環ＨＲを表示する。
色相は、図中「０°」と示した位置から反時計回りに、赤→黄→緑→シアン→青→マゼン
タ→赤の順にそれぞれの色が連続的に滑らかにつながるように配置される。この色相環Ｈ
Ｒは、円の中心点から円周方向にかけて彩度が高くなるように表示される。ＨＳコントロ
ール内に表示されるカーソルＣＵＲは、色相環ＨＲの中心点から彩度増減ボタンＳＢの中
心までの直線上に表示され、初期状態では色相環ＨＲの中心に表示される。ＨＳコントロ
ールでは、このカーソルＣＵＲの位置に基づき色相と彩度の調整値が指定される。ユーザ
は、回転リングＲＲをマウスでドラッグして回転させることにより、色相を調整すること
ができる。このとき、その回転に連動して彩度増減ボタンＳＢとカーソルＣＵＲもリアル
タイムに回転する。この回転リングＲＲにより、ユーザは、彩度を一定に保ったまま色相
を調整することができる。彩度増減ボタンＳＢは、回転リングＲＲ上に設けられており、
彩度の調整に用いる。ユーザは、彩度増減ボタンＳＢ上の白丸や黒丸をマウスでクリック
することにより彩度を上げたり下げることができる。このとき、カーソルＣＵＲは、彩度
増減ボタンＳＢ側にあるいは中心側に移動する。この彩度増減ボタンにより、ユーザは、
色相を一定に保ったまま彩度を調整することができる。リングボタンＲＢは、Ｒ，Ｙ，Ｇ
，Ｃ，Ｂ，Ｍの６つのボタンにより構成されている。ユーザは、これらのボタンを押すこ
とにより、色相をそのボタンに対応した色相に瞬時に指定することができる。また、リン
グボタンＲＢを押し続けることにより、彩度を増加させることもできる。ユーザがリング
ボタンを押すと、カーソルＣＵＲと彩度増減ボタンＳＢは、色相環ＨＲの中心とリングボ
タンの中心を結ぶ直線上に移動する。また、ＨＳコントロールでは、ユーザがカーソルＣ
ＵＲをマウスでドラッグすることにより、彩度および色相の両者を同時に調整することが
できる。このとき、彩度増減ボタンＳＢはカーソルＣＵＲの移動に連動して回転する。
【００３２】
色調整用画面Ｇ１の下方にはプリントボタンＰＢが設けられており、ユーザは、色調整を
行なっている最中にこのプリントボタンＰＢを操作することにより色調整中の調整画像を
印刷装置３０で印刷することができる。したがって、各種コントロールを用いて若干の色
調整を行なって印刷して色の程度を確認し、また若干の色調整を行なって印刷して色の程
度を確認する、というように所望の色調整がなされるまで少しずつ結果を確認しながら色
調整を行なうことができるようになっている。なお、この調整画像を印刷装置３０で印刷
する場合でも、通常の画像の印刷と同様に、モニタとインクジェットプリンタ３４，３６
とのカラーマッチングが行なわれる。
【００３３】
この色調整用画面Ｇ１の下方の「ＯＫ」ボタンが操作されることにより色調整が終了する
と（ステップＳ１３０）、元画像と色調整が終了した調整済画像との色の差分をとって元
画像を調整済画像に変換する補正用プロファイルを作成する（ステップＳ１４０）。元画
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像と調整済画像との色の差分は、色調整が行なわれた部分（色）について行なわれるが、
この場合、他の色間については補間演算によりデータを作成している。例えば、入力する
画像としてＩＴ８を用い、所望の色のカラーパッチに対して色調整を行なった場合、色調
整の行なわれた色については色調整の前後における差分をもってデータを作成し、色調整
が行なわれた色に近似する色については色の近似の程度が小さくなるほど差分が小さくな
るようデータを作成するのである。これにより、所望の色を色調整するだけでその色に近
似する色に対しても色調整を行なうことができると共に色調整がなされたことによる所望
の色と近似する色との色の変化を滑らかなものとすることができるのである。補正用プロ
ファイルは、入力した画像にＩＣＣプロファイルが添付されているときにはそのＩＣＣプ
ロファイルに色調整による色の差分が反映されるよう作成される。このように添付された
ＩＣＣプロファイルを用いて作成するのは、色調整用画面Ｇ１のプレビュー領域ＰＡには
ＩＣＣプロファイルを用いてカラーマッチングを行なったものを元画像として表示するか
らであり、また、色調整を行なっていない部分や色調整に影響を受けない部分については
添付されたＩＣＣプロファイルを反映した方が色の再現性をよりよくすることができるか
らである。なお、補正用プロファイルは、入力した画像にＩＣＣプロファイルが添付され
ていないときには、元画像と調整済画像との差分に基づいて新たなＩＣＣプロファイルと
して作成される。
【００３４】
こうして補正用プロファイルが作成されると、プロファイル記憶部４７として機能する図
示しないハードディスク装置のプロファイル格納領域に作成した補正用プロファイルを入
力した画像を撮影したデジタルカメラのＩＤ情報と関連付けて記憶し（ステップＳ１５０
）、プロファイル作成処理を終了する。補正用プロファイルの格納は、例えば、作成した
補正用プロファイルにＩＤを付けて格納領域に格納すると共に補正用プロファイルのＩＤ
とデジタルカメラのＩＤとをデータとしてデータベース化して記憶することにより行なう
ことができる。
【００３５】
次に、入力した画像に補正用プロファイルを添付する処理について説明する。図４は、プ
ロファイル添付処理の一例を示すフローチャートである。この処理は、クライアントＰＣ
４０の画像処理ソフトウエアやレイアウト処理ソフトウエアなどが起動されて画像処理や
レイアウト処理などのためにデジタルカメラ４８などのストレージ装置から新しく画像を
入力するときなどに実行される。プロファイル添付処理が実行されると、まず、画像デー
タを入力し（ステップＳ２００）、画像データに含まれるその画像を撮影したデジタルカ
メラのＩＤをキーとしてプロファイル記憶部４７にそのデジタルカメラのＩＤに関連付け
た補正用プロファイルが記憶されているかを検索する（ステップＳ２１０，Ｓ２２０）。
補正用プロファイルが検索されると、入力した画像にＩＣＣプロファイルが添付されてい
るときには添付されているＩＣＣプロファイルに代えて補正用プロファイルを添付し、入
力した画像にＩＣＣプロファイルが添付されていないときには単に補正用プロファイルを
添付して（ステップＳ２３０）、プロファイル添付処理を終了する。一方、補正用プロフ
ァイルが検索されないときには、入力した画像にＩＣＣプロファイルが添付されていると
きにはそのＩＣＣプロファイルをデフォルトのプロファイルとして添付し、入力した画像
にＩＣＣプロファイルが添付されていないときにはデフォルトのプロファイル（例えばｓ
ＲＧＢプロファイルなど）を添付して（ステップＳ２４０）、プロファイル添付処理を終
了する。この処理により、同じデジタルカメラで撮影された画像に対しては自動的に色調
整により作成された補正用プロファイルを添付することができる。こうして補正用プロフ
ァイルが添付された画像は、画像処理ソフトウエアやレイアウト処理ソフトウエアで処理
される際や印刷装置３０で印刷される際には、補正用プロファイルに基づいてカラーマッ
チングが行なわれる。即ち、同じデジタルカメラで撮影された画像に対しては自動的に補
正用プロファイルを作成した際の色調整を行なうことができるのである。
【００３６】
以上説明した実施例のプロファイル作成処理を実行するクライアントＰＣ４０によれば、
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画像に対して所望の色調整を行なった結果を補正用プロファイルとして作成し、これをデ
ジタルカメラのＩＤと関連付けて記憶するから、この補正用プロファイルを任意の画像に
添付することにより、任意の画像に対して同様の色調整を簡易に行なうことができる。し
かも、プロファイルとして画像に添付するだけだから、画像のデータが変更されるのを抑
止することができると共に色調整による画像の劣化を抑止することができる。
【００３７】
また、実施例のプロファイル作成処理を実行するクライアントＰＣ４０によれば、入力し
た画像にＩＣＣプロファイルが添付されているときには、添付されたＩＣＣプロファイル
を用いた画像を元画像として色調整し、色調整の結果として補正用プロファイルを作成す
る際には、添付されたＩＣＣプロファイルを用いて作成するから、より適正な補正用プロ
ファイルを作成することができる。
【００３８】
さらに、実施例のプロファイル作成処理を実行するクライアントＰＣ４０によれば、色調
整用画面Ｇ１のプレビュー領域ＰＡに元画像と調整画像とを並べて表示するから、色調整
を元画像と比較しながら行なうことができる。
【００３９】
実施例のプロファイル作成処理を実行するクライアントＰＣ４０によれば、色調整を行な
っている最中に色調整用画面Ｇ１のプリントボタンＰＢを操作することにより色調整中の
調整画像を印刷装置３０で印刷することができるから、色調整の程度を確認しながら徐々
に行なうことができる。
【００４０】
実施例のプロファイル添付処理を実行するクライアントＰＣ４０によれば、入力した画像
データに含まれる画像を撮影したデジタルカメラのＩＤに基づいてそのＩＤに関連付けて
記憶された補正用プロファイルを検索し、補正用プロファイルが検索されたときには入力
した画像に検索した補正用プロファイルを添付するから、同じデジタルカメラで撮影され
た画像に対しては自動的に補正用プロファイルを作成した際の色調整を行なうことができ
る。
【００４１】
ここで、実施例のプロファイル作成処理を実行するクライアントＰＣ４０は、図２のプロ
ファイル作成処理におけるステップＳ１００を実行するデータ入力部４２が作成用画像入
力手段に相当し、同じくプロファイル作成処理におけるステップＳ１１０～Ｓ１３０を実
行する色調整部４３が色調整手段に相当し、プロファイル作成処理におけるステップＳ１
４０を実行するプロファイル作成部４４が色補正情報作成手段に相当し、プロファイル作
成処理におけるステップＳ１５０を実行するプロファイル記憶部４７が色補正情報記憶手
段に相当する。また、実施例のプロファイル添付処理を実行するクライアントＰＣ４０は
、図４のプロファイル添付処理におけるステップＳ２００を実行するデータ入力部４２が
補正用画像入力手段に相当し、同じくプロファイル添付処理におけるステップＳ２１０～
Ｓ２４０を実行するプロファイル検索部４５とプロファイル添付部４６とが色補正情報添
付手段に相当する。
【００４２】
実施例のプロファイル作成処理では、画像にＩＣＣプロファイルが添付されているときに
はＩＣＣプロファイルを適用した元画像と調整済画像との差分をＩＣＣプロファイルに反
映して補正用プロファイルを作成し、画像にＩＣＣプロファイルが添付されていないとき
には元画像と調整済画像との差分により直接補正用プロファイルを作成したが、画像にＩ
ＣＣプロファイルが添付されているときにもＩＣＣプロファイルが添付されていないとき
と同様にＩＣＣプロファイルを適用しない元画像と調整済画像との差分から直接補正用プ
ロファイルを作成するものとしてもよいし、画像にＩＣＣプロファイルが添付されていな
いときにはデフォルトのＩＣＣプロファイルを添付し、そのＩＣＣプロファイルが添付さ
れていたものとして画像にＩＣＣプロファイルが添付されているときと同様にＩＣＣプロ
ファイルを適用した元画像と調整済画像との差分をＩＣＣプロファイルに反映して補正用
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プロファイルを作成するものとしてもよい。
【００４３】
実施例のプロファイル作成処理では、色調整用画面Ｇ１のプレビュー領域ＰＡに元画像と
調整画像とを表示して元画像と比較しながら色調整を行なうことができるものとしたが、
プレビュー領域ＰＡには調整画像だけを表示し、元画像を表示しないものとしてもよい。
【００４４】
実施例のプロファイル作成処理では、色調整用画面Ｇ１のコントロールとしてＨＳコント
ロールを用いたが、如何なる手法により画像の色調整を行なうものとしてもさし支えない
。
【００４５】
実施例のプロファイル作成処理では、色調整を行なっている最中の調整画像を印刷装置３
０で印刷して色調整を確認しながら行なうものとしたが、色調整を行なっている最中の調
整画像を印刷装置３０で印刷することができないものとしてもかまわない。
【００４６】
実施例のプロファイル作成処理では、デジタルカメラのＩＤが含まれる画像データを読み
込んで色調整して得られる補正用プロファイルをデジタルカメラのＩＤと関連付けて記憶
するものとしたが、補正用プロファイルに関連付ける情報としてはデジタルカメラのＩＤ
に限られず、デジタルカメラを個体識別する他の情報やデジタルカメラの製造メーカーを
識別する情報などとしてもよい。また、画像の作成はデジタルカメラには限られないので
、その他の機器、例えばスキャナなどの機器を個体識別する情報や機器の製造メーカーを
識別する情報と関連付けて補正用プロファイルを記憶するものとしてもよい。
【００４７】
実施例のプロファイル添付処理では、入力した画像データに含まれる画像を撮影したデジ
タルカメラのＩＤに基づいてそのＩＤに関連付けて記憶された補正用プロファイルを検索
し、補正用プロファイルが検索されたときには入力した画像に検索した補正用プロファイ
ルを自動的に添付したが、補正用プロファイルを添付するか否かをユーザに選択させるも
のとしてもよい。この場合、図５に例示するプロファイル添付選択画面を表示してユーザ
に補正用プロファイルを画像に添付するか否かを選択させればよい。
【００４８】
実施例のプロファイル添付処理では、入力した画像にＩＣＣプロファイルが添付されてい
ないときにはデフォルトのプロファイルを添付するものとしたが、デフォルトのプロファ
イルを添付しないものとしてもよい。
【００４９】
実施例では、クライアントＰＣ４０にはプロファイル作成処理やプロファイル添付処理を
行なうソフトウエアとして画像処理ソフトウエアとレイアウト処理ソフトウエアとは異な
るプロファイル処理ソフトウエアがインストールされているものとしたが、プロファイル
作成処理やプロファイル添付処理が画像処理ソフトウエアの機能の一つとしてプログラミ
ングされた画像処理ソフトウエアがクライアントＰＣ４０にインストールされているもの
としてもよい。こうすれば、色調整の処理を画像処理と同様の画面などで行なうことがで
きる。
【００５０】
実施例では、プロファイル作成処理やプロファイル添付処理を行なうプロファイル処理ソ
フトウエアの形態やこのソフトウエアがインストールされたクライアントＰＣ４０の形態
として説明したが、プロファイル作成方法やプロファイル添付方法などの方法の形態とし
てもよい。
【００５１】
以上、本発明の実施の形態について実施例を用いて説明したが、本発明はこうした実施例
に何等限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において、種々なる形
態で実施し得ることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
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【図１】　印刷システムの構成の概略を示す構成図。
【図２】　プロファイル作成処理の一例を示すフローチャート。
【図３】　色調整用画面Ｇ１の一例を示す説明図。
【図４】　プロファイル添付処理の一例を示すフローチャート。
【図５】　プロファイル添付選択画面の一例を示す説明図。
【符号の説明】
２０　センタサーバ、２２　インターネット、３０　印刷装置、３２　プリントサーバ、
３４，３６　インクジェットプリンタ、４０　クライアントＰＣ、４２　データ入力部、
４３　色調整部、４４　プロファイル作成部、４６　プロファイル検索部、４６　プロフ
ァイル添付部、４７　プロファイル記憶部、４８　デジタルカメラ、４９　ＬＡＮ。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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